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平成18年 3月31日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

規
　
則

◯
知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
〇
・
情

報
公
開
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
一
・
試
験
研
究

推
進
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
１

◯
秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
二
・
試
験
研
究
推

進
課
）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
２

◯
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
三
・
障
害
福
祉
課
）
…
…
…
…
２

◯
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
四
・
障
害
福
祉
課
）
…
…
…
…
２

◯
家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
五
・
農
畜
産
振
興
課
）
…
…
…
３

◯
秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
（
六
六
・
港
湾
空
港
課
）
…
…
…
３

訓
　
令

◯
秋
田
県
職
務
発
明
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
（
六
・
試
験
研
究
推
進
課
）
…
…
…
…
…
…
４

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
号

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
三
年
秋
田
県
規
則
第
三
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
及
び
第
三
条
を
削
り
、
第
四
条
を
第
二
条
と
し
、
第
五
条
を
第
三
条
と
し
、
第
六
条
か
ら

第
七
条
ま
で
を
削
り
、
第
八
条
を
第
四
条
と
し
、
第
九
条
を
第
五
条
と
し
、
第
十
条
を
第
六
条
と
す

る
。第

十
一
条
第
二
項
中
「
第
四
条
第
一
項
第
一
号
」
を
「
第
二
条
第
一
項
第
一
号
」
に
改
め
、
同
条

を
第
七
条
と
し
、
第
十
二
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
十
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
を
削
り
、
第
十
八
条
を
第
九
条
と
し
、
本
則
に
次
の
一
条
を
加
え

る
。（

補
則
）

第
十
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
知
事
が
取
り
扱
う
個
人
情
報
の
保
護
に
関
し
必
要
な

事
項
は
、
知
事
が
別
に
定
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
十
八
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│
│

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
一
号

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
七
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
五
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
特
に
」
を
削
る
。

第
三
条
第
三
項
中
「
特
に
」
を
削
り
、
同
条
第
四
項
中
「
特
に
」
を
削
り
、
「
あ
つ
て
」
を
「
あ

っ
て
」
に
改
め
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
許
可
」
の
下
に
「
の
申
請
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
り
」
の

下
に
「
使
用
の
」
を
加
え
、
「
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
使
用
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
を
「
別

に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
あ
つ
て
」
を
「
あ
っ
て
」
に
改

め
、
同
項
第
一
号
中
「
（
様
式
第
二
号
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
様
式
第
三
号
）
」
を
削

り
、
同
条
第
三
項
中
「
、
セ
ン
タ
ー
」
を
「
、
条
例
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
」
に
、

「
そ
の
使
用
を
許
可
し
な
い
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
使
用
の
許
可
を
し
な
い
も
の
と
す
る
」
に
改
め

る
。第

五
条
中
「
前
条
第
一
項
の
」
及
び
「
期
間
を
定
め
て
使
用
を
」
を
削
り
、
同
条
第
一
号
中
「
偽

り
そ
の
他
」
を
削
り
、
「
手
段
に
よ
り
、
」
を
「
行
為
に
よ
り
」
に
改
め
、
同
条
第
二
号
中
「
許
可

に
係
る
」
を
削
り
、
同
条
第
三
号
中
「
従
わ
な
か
つ
た
」
を
「
従
わ
な
か
っ
た
」
に
改
め
、
同
条
第

四
号
中
「
場
合
」
を
「
も
の
」
に
改
め
る
。

１

規
　
　
　
　
　
　
則

ペ
ー
ジ



平成18年 3月31日（金曜日） 秋　　田　　県　　公　　報 号外第 3号

第
六
条
中
「
開
放
研
究
室
使
用
変
更
届
出
書
（
様
式
第
四
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
」

に
、
「
そ
の
旨
」
を
「
届
出
書
」
に
、
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め

る
。別

表
電
子
プ
ロ
ー
ブ
マ
イ
ク
ロ
ア
ナ
ラ
イ
ザ
ー
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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│

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
二
号

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
高
度
技
術
研
究
所
条
例
施
行
規
則
（
平
成
四
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
九
号
）
の
一
部
を
次

の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
並
び
に
第
三
条
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
特
に
」
を
削
る
。

第
四
条
の
見
出
し
中
「
許
可
」
の
下
に
「
の
申
請
等
」
を
加
え
、
同
条
第
一
項
中
「
に
よ
り
」
の

下
に
「
使
用
の
」
を
加
え
、
「
高
度
技
術
研
究
所
使
用
許
可
申
請
書
（
様
式
第
一
号
）
」
を
「
別
に

定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
申
請
書
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
項
第
一
号

中
「
（
様
式
第
二
号
）
」
を
削
り
、
同
項
第
二
号
中
「
（
様
式
第
三
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項

中
「
、
研
究
所
」
を
「
、
条
例
第
二
条
各
号
に
掲
げ
る
施
設
及
び
設
備
」
に
、
「
そ
の
使
用
を
許
可

し
な
い
こ
と
が
で
き
る
」
を
「
使
用
の
許
可
を
し
な
い
も
の
と
す
る
」
に
改
め
る
。

第
五
条
中
「
前
条
第
一
項
」
を
「
使
用
」
に
改
め
、
同
条
第
一
号
中
「
、
使
用
」
を
「
使
用
」
に

改
め
、
同
条
第
四
号
中
「
場
合
」
を
「
も
の
」
に
改
め
る
。

第
六
条
中
「
開
放
研
究
室
使
用
変
更
届
出
書
（
様
式
第
四
号
）
」
を
「
別
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ

り
、
届
出
書
」
に
、
「
届
け
出
な
け
れ
ば
」
を
「
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
る
。

別
表
精
密
横
型
ロ
ー
タ
リ
ー
平
面
研
削
盤
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

別
表
タ
イ
ム
イ
ン
タ
ー
バ
ル
ア
ナ
ラ
イ
ザ
の
項
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
三
号

知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
十
一
年
秋
田
県
規
則
第
四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

第
二
条
を
削
る
。

第
三
条
の
見
出
し
を
「
（
相
談
等
に
関
す
る
書
類
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー

所
長
」
の
下
に
「
は
、
法
第
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
業
務
（
軽
易
な
も
の
を
除
く
。
）
を
行
っ

た
と
き
」
を
加
え
、
「
（
様
式
第
二
号
）
を
作
成
し
、
そ
の
記
載
事
項
に
つ
い
て
、
常
に
整
理
し

て
」
を
「
に
必
要
な
事
項
を
記
載
し
、
こ
れ
を
保
存
し
て
」
に
改
め
、
同
条
を
第
二
条
と
す
る
。

第
四
条
を
削
る
。

第
五
条
中
「
第
十
九
条
第
一
項
」
の
下
に
「
及
び
第
二
項
」
を
加
え
、
「
（
様
式
第
六
号
）
」
を

削
り
、
同
条
を
第
三
条
と
し
、
本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
四
条

法
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
令
、
知
的
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
こ
の
規
則
に
定

め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及
び
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
六
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
四
号

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
細
則
（
平
成
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改

正
す
る
。

２

超
高
倍
率
三
次
元
複
合
顕
微
鏡

一
、
六
〇
〇
円

分
子
線
エ
ピ
タ
キ
シ
ー
装
置

四
、
六
五
〇
円

紫
外
分
光
式
磁
気
特
性
評
価
装
置

一
、
三
五
〇
円

紫
外
分
光
式
磁
気
特
性
評
価
装
置

一
、
三
五
〇
円
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第
一
条
中
「
。
以
下
「
省
令
」
と
い
う
。
」
を
削
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
中
「
標
示
（
様
式
第
二
号
）
」
を
「
別
記
様
式
に
よ
る
標
示
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条

と
す
る
。

第
五
条
中
「
指
定
医
変
更
届
出
書
（
様
式
第
三
号
）
に
よ
り
」
を
「
そ
の
旨
を
」
に
改
め
、
同
条

を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
の
見
出
し
を
「
（
県
外
転
出
に
係
る
通
知
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第

二
項
を
同
条
と
し
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。

第
七
条
か
ら
第
九
条
ま
で
を
削
る
。

第
十
条
の
見
出
し
を
「
（
書
類
の
経
由
）
」
に
改
め
、
同
条
第
一
項
を
削
り
、
同
条
第
二
項
中

「
前
項
の
届
出
書
」
を
「
法
第
二
十
六
条
各
項
の
規
定
に
よ
る
届
出
に
係
る
書
類
」
に
、
「
事
業

を
」
を
「
身
体
障
害
者
相
談
支
援
事
業
等
を
」
に
改
め
、
同
項
を
同
条
と
し
、
同
条
を
第
六
条
と

し
、
本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
七
条

法
、
令
、
身
体
障
害
者
福
祉
法
施
行
規
則
及
び
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及

び
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

様
式
第
一
号
を
削
る
。

様
式
第
二
号
中
「
第
４
条
」
を
「
第
３
条
」
に
改
め
る
。

様
式
第
三
号
か
ら
様
式
第
十
一
号
ま
で
を
削
り
、
様
式
第
二
号
を
別
記
様
式
と
す
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
五
号

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

家
畜
伝
染
病
予
防
法
施
行
細
則
（
昭
和
三
十
五
年
秋
田
県
規
則
第
五
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ

う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
第
五
条
第
一
項
」
の
下
に
「
の
規
定
に
よ
る
検
査
」
を
、
「
第
六
条
第
一
項
」
の
下

に
「
の
規
定
に
よ
る
注
射
、
薬
浴
若
し
く
は
投
薬
」
を
加
え
、
「
又
は
投
薬
（
以
下
」
を
「
若
し
く

は
投
薬
（
以
下
こ
の
条
に
お
い
て
」
に
、
「
い
う
」
を
「
総
称
す
る
」
に
、
「
が
、
疾
病
」
を
「
が

疾
病
」
に
改
め
、
「
と
き
は
」
の
下
に
「
、
そ
の
所
有
者
は
」
を
加
え
、
「
に
、
疾
病
又
は
分
べ
ん

の
場
合
に
あ
つ
て
は
獣
医
師
の
診
断
書
を
、
そ
の
他
や
む
を
得
な
い
理
由
の
場
合
に
あ
つ
て
は
当
該

家
畜
の
所
在
地
を
管
轄
す
る
市
町
村
長
の
証
明
書
を
添
え
、
」
を
「
を
」
に
改
め
る
。

第
三
条
を
削
る
。

第
四
条
中
「
ま
た
は
法
」
を
「
の
規
定
に
よ
る
殺
処
分
又
は
法
」
に
、
「
よ
り
殺
処
分
ま
た
は
」

を
「
よ
る
」
に
、
「
の
所
有
者
ま
た
は
」
を
「
若
し
く
は
そ
の
死
体
の
所
有
者
又
は
」
に
、
「
、
殺

命
令
書
ま
た
は
」
を
「
殺
命
令
書
又
は
」
に
改
め
、
同
条
を
第
三
条
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
二
十
一
条
第
一
項
ま
た
は
法
第
二
十
四
条
の
た
だ
し
書
き
」
を
「
第
二
十
一
条
第

一
項
た
だ
し
書
又
は
第
二
十
四
条
た
だ
し
書
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と
す
る
。

第
六
条
中
「
書
類
」
を
「
申
請
書
」
に
、
「
う
え
」
を
「
上
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
し
、

第
七
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
八
条
を
削
る
。

第
九
条
の
見
出
し
を
「
（
書
類
の
経
由
）
」
に
改
め
、
同
条
中
「
お
よ
び
」
を
「
及
び
」
に
、

「
所
轄
家
畜
保
健
衛
生
所
長
を
経
由
し
な
け
れ
ば
」
を
「
家
畜
又
は
そ
の
死
体
の
所
在
地
を
所
管
す

る
家
畜
保
健
衛
生
所
長
を
経
由
し
て
提
出
し
な
け
れ
ば
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
し
、
同
条
の

次
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
八
条

法
、
令
、
省
令
、
家
畜
防
疫
衛
生
事
務
に
関
す
る
知
事
の
権
限
を
家
畜
保
健
衛
生
所
長
に

委
任
す
る
規
則
、
家
畜
伝
染
病
ま
ん
延
防
止
規
則
及
び
こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
法
及

び
こ
の
規
則
の
施
行
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│
│

秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
規
則
第
六
十
六
号

秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

秋
田
県
空
港
管
理
条
例
施
行
規
則
（
昭
和
五
十
六
年
秋
田
県
規
則
第
三
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の

よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
二
項
中
「
（
様
式
第
一
号
）
」
を
削
り
、
同
条
第
三
項
中
「
（
様
式
第
二
号
）
」
を
削

る
。第

三
条
第
一
項
中
「
（
様
式
第
三
号
）
」
を
削
る
。

第
四
条
第
一
項
中
「
（
様
式
第
四
号
）
」
を
削
る
。

第
五
条
第
一
項
中
「
（
様
式
第
五
号
）
」
を
削
る
。

第
六
条
中
「
（
様
式
第
六
号
）
」
を
削
る
。

第
八
条
中
「
（
様
式
第
七
号
）
」
及
び
「
（
様
式
第
八
号
）
」
を
削
る
。

３

第
４
条
　
　
　
第
３
条
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本
則
に
次
の
一
条
を
加
え
る
。

（
補
則
）

第
十
二
条

こ
の
規
則
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
空
港
の
管
理
に
関
し
必
要
な
事
項
は
、
別
に
定
め

る
。

附
則
第
三
項
及
び
第
四
項
中
「
平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日
」
を
「
平
成
十
九
年
三
月
三
十
一

日
」
に
改
め
る
。

様
式
第
一
号
か
ら
様
式
第
八
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
規
則
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

秋
田
県
訓
令
第
六
号

庁
　
中
　
一
　
般

各

地

方

機

関

秋
田
県
職
務
発
明
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
十
八
年
三
月
三
十
一
日

秋
田
県
知
事
　
寺
　
田
　
典
　
城

秋
田
県
職
務
発
明
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

秋
田
県
職
務
発
明
規
程
（
昭
和
五
十
九
年
秋
田
県
訓
令
第
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

四
条
中
「
（
様
式
第
一
号
）
」
及
び
「
の
各
号
」
を
削
り
、
「
添
え
、
」
を
「
添
え
て
、
こ
れ

を
」
に
改
め
る
。

第
五
条
第
三
項
中
「
（
様
式
第
二
号
）
」
を
削
り
、
「
作
成
し
、
」
の
下
に
「
こ
れ
を
」
を
加
え

る
。第

八
条
中
「
（
様
式
第
三
号
）
」
を
削
る
。

第
十
四
条
第
一
項
中
「
（
様
式
第
四
号
）
」
を
削
る
。

第
十
五
条
中
「
の
各
号
」
を
削
り
、
同
条
第
二
号
中
「
第
十
条
第
一
項
か
ら
第
三
項
ま
で
」
を

「
第
十
条
第
三
項
」
に
改
め
、
同
条
第
三
号
中
「
第
十
四
条
第
二
項
」
を
「
前
条
第
二
項
」
に
改
め

る
。様

式
第
一
号
か
ら
様
式
第
四
号
ま
で
を
削
る
。

附
　
則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
十
八
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

４

訓
　
　
　
　
　
　
令

古紙配合率100％

発

行

者

秋
　
　
田
　
　
県

秋
田
市
山
王
四
丁
目
一
番
一
号

購
読
料
金

一
月
三
千
六
百
七
十
五
円
（
税
込
）

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
所

株
式
会
社
　
松
　
原
　
印
　
刷
　
社

電
話

八
七
六
六

F
A
X

〇
〇
〇
五

秋
田
市
山
王
七
丁
目
五
番
二
十
九
号

印
　
刷
　
者

松
　
　
原
　
　
繁
　
　
雄
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